中国での語文教育 by 裴 崢 & Pei Zheng
219
中国での語文教育
目 次
1語 文教育の役割
2語 文教育の新大綱
3ど のように教えるか
4教 材の扱い方
斐 岬
私は日本語を勉強する立場か ら,日本の文学作品に着 目し,文学作品を教
材 とする授業に興味 と関心 を抱いた。芥川龍之介の 『蜜柑』,井伏鱒二の 『山
椒魚』,『鯉』,『屋根 の上のサワン』,安岡章太郎の 『騒馬の声』を教材 として
取 り上げた。優れた文学作品に触れ ることで,私 たちは自分では体験できな
いことを学ぶ。人生の多様な美しさ,悲 しさを味わうことができる。
私は,日 本での国語教育に相当す る中国の語文教育について勉強 した。中
国ではどのような文学作品が,ど のように読 まれているのか。 どのような指
導がされているのか。そしてどのような効果をあげ,み んなが語文を楽 しめ
るような指導はどのようにすればいいのだろう。
1語 文教育の役割
日本での 「国語」のことを中国では 「語文」という。「語文」という言葉は
新中国になってから使われている。「口頭言語 と文章言語」1)という両方の意
味を含んでいる。
1)高恵董,麻 鳳鳴主編 『小学語文教学法』(北京師範大学出版社),1981年,9ペー
ジ参照。
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語文教育 は,初 めソ連の影響 を大き く受 けた。教師中心,授 業中心,教 材
中心 という三中心教育だった。知識を伝達 して,す ぐ役立つ人材 を少 しでも
早 く育てることを目的にしたため,建 国や国民経済発展の初期の段階には効
果があった。しか し,80,90年代 に入って,改 革開放の政策 により,中国の
社会主義市場経済が急速に発展 した ことで,三 中心教育で育てられた人材だ
けでは社会 の需要は満たす ことは難 しくなった。
語文の教科書は,こ れまで政治的な内容の ものが多かった。歴史を階級闘
争 としてとらえるため,支 配者 を悪者 として扱い,労働者は美化する傾向が
あった。
私は小学校4年 生の時に,『為了六十一個階級弟兄』(『働 く仲間六十一人の
為に』)という作品を学んだ。辺地で働 く61人の労働者が食中毒になった。
共産党は飛行機で患者を都市の病院に運び,命 を助 けた。 この作品を学んだ
時,私は61人の命が救われたのは共産党 と社会主義社会 のおかげだ というこ
とを疑いもしなかった。
この作品は教材 として今 も使用されているが,最 近 ある教師は児童か ら,
次のような質問された。「働 く仲間でなければならないのですか。働 く仲間で
なければ,助 けられなかったのですか。働 く仲間だけが,共 産党の援助を受
けられ るのですか」。その教師は 「働 く仲間」ではな く,農民たち とか,道 路
坑夫など,と もっと具体的に表現 した方がいい,と 言っている2)。
97年3月6日,山東省済南市付近のレンガ工場で,59人の労働者が食中毒
になった。解毒剤 を他の都市から送ってもらい,全員が助かった。 この記事
が新聞に載 った時,『為了五十九個兄弟姐妹的生命』3)という題名だった。
61人の時は 「階級弟兄」だったが,97年には 「兄弟姐妹」 になっている。
労働者 として美化するよりも,人間の命その ものを表現している。
2)朱司亭,元偉亭 「語文教材中的 『左』」(『語文学習』,上海教育出版社),1994年6
月,8ペ ージ。
3)「為了五十九個兄弟姐妹的生命」(『人民 日報』海外版),1997年3月22日。
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語文の教材 は,人類の素晴らしさを表現 し,歴史の検証 に耐えられるよう
な作品が望 まれる。物事の是非,価 値 を判断する子 どもの能力を育てる必要
があるのだ。幅のない 「階級弟兄」だけを主役 とする,紋 切 り型の教材では,
これからの社会 に適応する人材を育てるのは難 しい と思 う。
語文教育には,知 育に偏っている教材が多いようだ。家庭教育でも,この
傾向が強いか ら,教師は知育偏重にならないように努力 している。
小学校1年 生の語文授業で,「今 日の御馳走 はとりの丸焼 きです。ふともも
は誰が食べ ますか」と児童に質問 した教師がいる4)。40人の児童 は「私が食べ
る」,「小 さい方 をパパにあげ,私 が大 きい方にする」,「私がふ とももを全部
食べる」 とわれ さきに答えた。そこで,教 師は2人 の児童 をみんなの前 に坐
らせて,食 事のマナーを演 じさせた。食卓を用意 した2人 は,まず両親 を坐
らせ,ご 飯 を渡 してか ら,自分たちが席 にっ く。そして両親から食べ始める
ように演 じさせた。教室で食事のマナーを勉強させ,親 を大事 にする徳育 を
も目指す教師の苦心 と苦労が伝わって くる。
上海のある教育研究機関が数年前,数千人 の小,中学生にアンケー トした。
その結果,温 徳欠乏症"が家庭 にはびこっていることが分かった。アンケー
トによると,親は子供に学校で も社会で も強い人間になるようと求 める一方,
社会の公益活動をできるだけ避 け,自分の勉強に励むようにと示唆する。学
校 にいい評価を貰 うため,教 師の前で,教 師に気 に入るように振る舞えと子
供 に教 え込む親 もいる5)。
こうした傾向を是正するためだろうか。小学校5年 生が使 う 「中小学九年
義務教育各科同歩 ・単元練習冊叢書」の中に次のような練習 もある。
4)王宝弟 「譲弦子従小憧礼儀 一 記呉瀬区小学生xx心理和行為"養 成教育」(『文匪
報』),1987年6月21日(『語文学習』,上海教育出版社,94年6月,6ペ ージ再
引用)。
5)『星島電子日報』,1995年12月11日。
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人の役に立ちたい という張微 さんの優 しさを表現するには,次 の どの事例
が適切なのか。○ を付けて ください。
1あ る日,張微さんは買物をした際,余分に貰 ったお釣 りを店員に返 した。
2張 微 さんは,毎 日決まって家事を手伝 う。床をきれいにした り,鶏に餌
をやった りして,忙 しい。
3先 生に頼 まれた仕事 は,張微 さんはいつも立派にや り遂げる。
4家 に帰る時に,張 微さんは,道 に迷って,泣 いている隣村の男の子を家
まで送って行ってあげた。
5張 微 さんは,目の悪い同級生に自分のいい席 を譲 りたいと先生に頼んだ。
6同 級生が張微さんの筆箱を落 とした。万年筆が壊れた。 しかし,張 さん
は怒るどころか,「気にしないで」 と却って相手に気を使った6)。
人のために役に立 とう,困 っている人 を助 けよう。そのために,自分はど
れほどのことが出きるのか。子 どもに考えさせたい問題だろう。「1」は正直,
「2」は勤勉,「3」は実行力,「4」は親切,「5」は思いや り,「6」は寛容
をそれぞれ現している。相手に対 して,積 極的に役に立つ ことと関連 しての
表現は 「4」と 「5」だ。しかし,○ をつけて,な んの意味があるのか,ど
んな教育の目的なのか,な んのためにこのような問題 を作ったのか,わ か ら
ない。
語文を勉強することで,人 の心,世 の中の動き,歴 史や体験できないこと
を多 く学べる。張さんのようないい子になるために語文 を勉強するのではな
い。自然 とどう調和 し,人間同士が どう仲良 くしてい くかを学ぶ ことが重要
だ。
6)北京市海淀区教師進修学校編 『小学語文同歩 第九冊』(北京師範大学出版社),
1995年,28ページ。
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2語 文教育の新大綱
中国では1987年,義務教育法が公布された。この法律には,適齢の全児童
は一定年限の教育を受 ける権利が明記された。92年の調査では,小学生は1
億3千 万人いて,1億1千 万 は農村にいる7)。この内,まだ就学できない子 ど
もも多い。
中国では日本 と同 じように小,中学校9年 間の義務教育が実施 されている。
小学6年,中 学3年 の「6・3制」だが,北 京,上 海など一部 の地域では「5・
4制」(小学5年,中 学4年)が実施 されている。全 日制の9年 義務教育 には
国が定 めた授業計画 と教育大綱がある。国家教育委員会が計画し,編 纂した
人民教育出版社発行の教科書が一番広 く使われ,全国の90%を占めている。
教科書には,国 家教育委員会の審査 を経て,上 海市,四 川省,広 東省,漸 江
省及び北京師範大学などが独 自に作っている。
カリキュラムは,郵小平の 「教育 は現代化へ,世 界へ,未 来へ向けて(教
育要面向現代化,面 向世界,面 向未来)」という戦略方針に基づいている。小
学校では思想品格,語 文,数 学,社 会,自 然,体 育,音 楽,武 術,労 働の9
科目が設 けられる。可能なら,4年 目か ら外国語(英語,日 本語,ロ シア語)
も教 えることができる。
中学校の語文教育の目的について,「教育大綱」には次のように書かれてい
る。
語文学科は基礎学科の一つだ。語文学科 は,学生の思想道徳や科学文
化の素質を高め,他 の学科を学び,将 来の仕事や生涯学習のため,ま た
中華民族の優れた文化 を高揚し,人類の進んだ文化を学び取 り,国の近
代化 を促進 し,民族の質 を高めるためにも,重要な意義を持っている(語
文学科是一門基礎学科。語文学科,対 干学生提高思想道徳素質,科 学文
7)雷1.征 「着眼子提高民族素質的好教材」,
10月,42ペー ジ。
『人民教育』(中国教育雑誌社),1992年
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化素質,対 干学好其他学科,日 後工作和継続学習,対 干弘揚中華民族優
秀文化和吸収人類的進歩文化,促 進国家現代化建設,提 高民族素質,都
具有重要意義)8)。
この 「教育大綱」にもとついて,国 家教育委員会は,語文教育は,将 来,
言語学,文 章学,文 学 という三つの柱 にすることを決めている。
私 は語文教育 を通 して,子 どもたちが分析の力,解 決の力を身につけ,視
野 を広げ,知識 を増や し,受容性を養い,個 性 と長所を伸 ぼす ことを期待し
たい。こうした状況の中で,私はこれ までの語文教科書の文学作品を分析 し,
これか らの時代 に相応 しい教材を見つけたい。
語文教育が占める重さを理解す るため,こ こで北京第七中学校1年 生の1
週間の時間割 を見てみよう。
1
月 外国語
火 外国語
水 外国語
木 外国語
金 政 治
土 休 み
日 休 み
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1週間で35時限(1時 限は50分)で,言 語 についての授業は,語 文が6
時限,外国語 は5時限,合 わせて11時限だ。札幌の場合,あ る公立中学校1
年生の1週 間当た りの時間割は,週 に30時限(2時限の学活道徳 と1時限の
クラブ活動を含む)で,そ のうち国語 は5時 限,外 国語 は3時限だ。
8)『語文教学通訊』(全国中語会会刊出版社),1996年4月,6ページ再引用。
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3ど の ように教 えるか
語 文授業 は,一般に本文 を1回読んでか ら段落 に分け,小 見出しをつけ,
全文の概要をまとめさせ,い わゆる主題を見つけさせる。このような授業で
は,子 どもはいつ も受 け身で,主 体 となる面 白さがない。当然,作 品の分析
力や理解力は高まらないことが多い。
語文教育を研究している章熊は,こ うした状況 について,次 のように指摘
している。
わが国は,従 来から文章の完備性に注 目し,首尾一貫,起 承転結,鮮
明な段落を強調 し,筋が通 り,表現が明 らかで,文章の様式にこだわる。
(中略)そ して 、文章段落の分析"もわが国の語文教育の主要な内容 と特
色 になった。しか し,様式にこだわ り過 ぎ,し いてはそれを定型化 しよ
うとすると,硬化 しがちだ。(中略)すべて一様に 黙テーマ",椴 落の意
味"と 創作特徴の分析 を求めることは,今 日語文教育のパターンとなっ
た 〔我国一向注重文章整体的完整性,強 調有頭有尾,起 承転合,層 次分
明,注 意来龍去脈,交 代清楚,注 重文章的模式。(中略)而 、章法分析"
也就成為我国語文教学的主要内容和特色。然而過干注重模式,甚 至力求
使之定型化,就 容易橿化,(中略)千篇一律的 坤 心",黙段意"的格局和
千人一面的写作特点的分析,形 成了今 日語文教学的xx八股"〕11)。
語文教育 の目的は,子 どもに文章を理解,分 析 し,状況を判断する能力を
高めることにある。煩雑な概念や術語 にとらわれすぎると,目的を果たす ど
ころか,児 童生徒 は語文嫌いになってしまう。児童生徒の意欲 を高め,学 力
を向上 させるには,教 える側が,児 童生徒の主体 を重んじ,その弱さや苦 し
みに共感 し,自 らを高める力 を身にっけさせなけれぼならない。情報を客観
的に把握 し,的確 に読み取 る能力,自 分の考えを論理的に展開する力を高め
11)章熊 「対当前語文教学的一些看法(当 面の国語教育 に関する考え方)」,『人民教
育』(中国教育雑誌社),1992年6月,35ペー ジ。
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るのだ。
語文教育の大 きな目標は,子 どもの言語能力 を高めることだ。言語能力の
訓練 は,文法事項だけではな く,教材 としての作品を通 して,表 現を理解で
きる授業を工夫 しなければならない。その表現 は優れているのか,ど こが優
れているのか,わ かるような指導をすべきだ。表現の正確 さ,見事さを認識
することは難 しいが,表 現やニュアンスの微妙な違 いを理解 し,作 品世界の
特質 を味わ う。いわば,作品の特質,固有世界 を読み出すことを目標 とする。
作品世界を理解するには言葉 を分析 し,そ の表現の意味,膨 らみを味わわ
なければならない。授業では,こ うした指導を意識的に重ねて,子 どもが豊
かな表現を少 しつつ身につけていくことを目指すべきだろう。
文脈や表現から作品の 「鍵」を読み取 り,その作品の意味を理解 してい く
ような指導に努めたい。文学作品に何 を求めるかについて,広 瀬節夫 は次の
ように述べている。
われわれは,一 つには想像の世界 に遊びたい という願望か ら,も う一
つには現実の世界を見極 めたいという欲求から,小説を読むものである。
言い換えれば,小 説のおもしろさ,楽 しさにひた りつつ,そ のなかに,
現実への意味を見いだそうとするのである12)。
中国ではいま 「楽教楽学」(楽しく教 え,楽 しく学ぶ)と いう 、愉快教郁,
"楽園教育"を模索している。 しか し,私 は,楽 しい雰囲気 を作 り,教育手段
を多様化するなどとい うことよりは,子どもが進んで学んでい く意識を育て,
学ぶことの楽 しさを味わ える授業を実現することが大切だと思 う。授業 プラ
ンでは,子 どもの興味をどう引き起 こし,子 どもが どう楽 しみ,な にを発見
するかを明 らかにしてい くべきだ。
知識 をどう探究 した らよいかを教 えることは,知 識そのものを伝 えること
よりもはるかに重要だ。よく言われているように,「人 に魚を与 えれば,これ
12)広瀬節夫 『子 どもの読みを育 てる文学の授業』(渓水社)1997年,2ペ ージ。
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はただ一食の求めを満たすだけだ。人に漁の仕方を教 えれば,一生貧乏する
ことはない(授 人以魚,只 供一飯之需;教 人以漁,則 終身受用無貧)」。
子 どもが発見の喜びを味わ うことは教師の中で大 きな位置を占めている。
発見するための知識や意志,感 性な どを養 うのが学習だ。この学習が,個 性
ある考え方や創造力の基礎になるのだ。
発見を重視する教育の方法 としては,教 師は様々な問い掛けや討論 によっ
て,子 どもがどこまで理解したかを確かめることができる。問いかけを通 じ
て,隠 された問題を探 っていこう。 こうした指導で,子 どもたちを緊張させ
た り,考えさせた りしたい。
ところが,現 実には設問を急いだために,指 導につまず く教師は少な くな
い。
『手術台は陣地だ』という戦時中の状況を描 く教材がある。日本軍の爆弾が
臨時病院になった小さな寺の周囲に落 とされた。屋根か ら瓦が落 ち,「手術室」
の入 口にかけられている布 に火花が散 り,炎が手術台に迫 ってきた。しかし,
カナダか ら援助 に来た白求恩医師は手術を続 ける。ある教師はここで子 ども
に質問した。「先生は何故手術台を離れないのですか。先生には,時間が何を
意味 していたのですか」 と質問 した。その時子 どもはみんなで 「時間はお金
です!」と口を揃えた。無邪気な子どもたちに,教師はしばらく声 も出なかっ
た13),という。
教 える際,比 較,対 照が重要だ。比較によって,理 解が深まり,印象が明
らかになる。設問は子 どもの思考 を促す ことができ,作 品の理解を深めるの
に大 きな役割 を持つ。見逃 しがちな箇所を取 り上げて,子 どもの注 目を引 き
つける一方,設 問そのものは,ま たどのように作品を読むのかを暗示するこ
ともできる。子 どもは問いにもとついて考 え,理解する。教師が説明する時
13)毛文宝 「時間不只是金銭」(『文匪報』),1989年12月16日(董遠寮等編 「値得深
思的偶発事件」,『教学火花集 一 十二年来創造的教例400例』,人民教育出版社,
1993年,218ページ再引用)。
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間を節約できるだけではな く,子 どもが自分で問題を分析 し,解決する力を
伸 ばす こともできる。
適切な設問は授業を活発にする。子どもが自分で考えたことを教師が取 り
上 げるのは,子 どもには楽しいことだ。自分では思いつかなかったり,不十
分だったり,教師の説明で,はっと思い付 くことがある。その発見は大きい。
適切 な設問が,子 どもの意欲を高め,よ く考 え,問題を解決する能力 を育て
ることができる。
孔子は 「知 る者は好む者に及ばない。好む者 も楽 しむ者 には及ぼない(知
之者不如好之者,好 之者不如楽之者)」という。子 どもは学習を通 じて,自 分
で課題を見つけ,考 え,判 断し,解 決して,発 見の喜びを味わう。問題の と
らえかたを変 えるだけで,ま った く違 う形で見 えて くる楽 しさを味わうこと
ができる。
葉聖陶は,「教えることは教 えないためだ(教 是為了不教)」,「教えること
は教 える必要を無 くすためだ(教是為了不需要教)」14)と言 っている。知識を
伝 えるだけではな く,知識 を獲得する方法を教 えることが大切だ。子 どもが
進んで学ぶ能力,興 味を育てるのが教育だ。
語文教育の目的は発見の喜びを味わうことだ。 これは教師の指導によって
実現することではなく,子 どもが 自分の力で実現することだ。教師は教材を
選び,指 導案 を工夫 して,子 どもが学習によって喜びを味わえるよう努力 し
なければならない。教師が"教 え",子どもが"教 えられ"るのは教育ではな
い。教師 と子 どもは一緒になって,発見する喜びを実現するのが教育なのだ。
4教 材の扱い方
語文の教材 は,子 どもの豊かな人間性 と情感 を育てるのに,大 きな働 きを
持 っている。
14)葉聖陶(『光明日報』,1983年6月8日記事再引用)。
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描写方法,技 巧などを説明するだけではな く,作品世界を理解 させなければ
な らない。作品そのもので,子 どもの感性 を磨きたい。
ある教師が語文授業の効果にっいて,生 徒にアンケー トした。生徒は次の
ような意見 を述べた。
我々は先生の決めつけた枠 と標準的なラベルで本文の思想内容 を概括
し,登場人物を評価した くない。我々の理解 している登場人物 はしばし
ぼ教師が出したラベル と食い違 っているか らだ。我々は嘘っぽい,悪い,
醜いことを資本主義制度の必然性 と結び付けることを聞きた くない。逆
に,我 々は 『一杯のそぼ』の笑い声 を通して,資 本主義制度のもとでも,
善意 と文明を存在 していることを読めた。『ネ ックレス』を読 んだ時,我々
はロワサの悲劇 を造った根源はブルジョア階級思想の影響だ と思わな
い。マテエルの虚栄心,彼 女 と同じ状況 にいる女性 は,だれでもあるの
だ。それは当然のことだ。実際,ロ ワサ夫人は大変誠実な人だ,と 思 う
が,… …(我 椚不願折老師用已経定好了的橿子和標準的標籏去概括課文
的思想内容,去 評価人物形象,因 為我椚眼中的人物形象常常与老師亮出
的標籏対不上号,我個不願所假悪醜与資本主義制度的必然性聯係,相反,
我個透過 《一碗 陽春面》里的笑声,看 到的是在資本主義制度下,也 同様
存在着友善和文明。読 《頸鍾》時,我 椚没有発現造成路瓦裁夫人悲劇的
主要根源是資産階級思想的毒害,瑠 蓄ホ徳的虚栄心,毎 一個与姫処境相
似的女人都会有,這恨正常,其実,路瓦裁夫人是一個恨誠実的人……)15)。
作品を十分理解 しているか どうかを別 として,子 どもは,語 文授業の問題
を指摘 し,文学作品に対する自分な りの理解を示してくれた。
語文の教材は現在北京人教版,上海H版,S版 など全国では10種類 を下 ら
ない。しか し,教材 を選ぶ権利がない語文の教師は,教材 を自由に読み,深
く理解することがとりわけ重要になっている。
15)温徳峰「一種値得青年教師警'陽的現象」,『語文教学通訊』(語文報社),1996年11
月,51ページ。
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魯迅の 『祝福』 を読む とき,登 場人物祥林艘の悲惨な境遇を階級的な観点
で分析 し,仮 抗"の意義だけを強調 しな くて もいい。人間性の立場か ら,悲
惨さを味わい,主人公の苦 しみを知ることができればよいのではないか。そ
のような作品を幾つも読んでい くうちに,世 の中の複雑 さ,不合理な現実を
知 り,人間 と社会の様々な状況 を学んでい く。
『祝福』では,主人公の愚かさ,主 人公の迷信深さが,世 間に旨 く対応でき
なかったことが描かれている。 こうした悲惨 は本人にも責任はあるものの,
世問の冷たさ,社会の残酷さに根 ざしていると理解 して もよい。 しかし,社
会を悪いもの とするだけではな く,人間の愚かさを社会の冷酷 さとあわせて
考えられるようにしたい。
月夜の蓮の池に漂 う美しさを描いた朱 自清の 『荷塘月色』を読む時は,朦
朧 とした,物 静かで,優 雅なムー ドを味わえればいいと思 う。 この作品の書
き手の 「現実に不満で,ま た現実か ら逃げ出す幻想的で,淡 々 とした哀愁」
をなんとしてで も読み出さなければとがんばる必要はないので はないだろう
か。月に煙 る蓮の池の情景が見 えて くれば十分だ と思う。
『向砂漠進軍』の作品の場合は,砂漠の恐 ろしさを取 り上げ,人 間が破壊す
る自然による復讐の様子が描写されている。この 黙復讐"を なにも社会制度
が もた らす災害 と読む必要はない。
優れた作品は,人 を励 ます ものだ。面白いだけでな く,胸打つ感動を与え
て くれる。作品 と読み手の問には会話が成 り立つし,読 み手は想像の世界に
遊ぶ ことができる。いい作品を読み終えた後の満足感 は,何物にも代えがた
いo
文学作品は優れた表現で出来事や登場人物などを描 く。文学作品を読むの
は,感動 した り,楽 しんだ りするためだ。その作品を論 じる時 も,そ の作品
から感 じた魅力について語る。主題 にとらわれることはない。作品を読む本
来の楽 しみが大切なのだ。
優れた作品は特別な世界を持っている。その世界を読む ことで読み手は大
きな感動 と感銘を受 ける。作品を読む ことはその世界 を掘 り下げることだ。
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作品を語句,主 題,段 落分けなどで解剖するだけのことではない。
優れた文学は,分 か りやすい表現,美 しい言葉を使 って,感 動 させる文章
になっている。教材 としてその素晴らしさが味わえるような指導 を実現した
いo
